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家庭学習にメリハリを付けて ～宿題がんばろう旬間～ 
Ｇチーム研究班 髙橋 廣貴（総合教育センター専門主事） 

 家庭学習にメリハリを付けて取り組むために、期間を決めて家庭学習に集中して取り組む学校もあり

ます。今回は、飯田市立上郷小学校の取組を紹介します。 

上郷小学校では、家庭学習について「職員や学年間で考えの差が

ある」「保護者や児童にも意識の差がある」と課題意識を感じ、

平成 26年度の途中から「宿題がんばろう旬間」を始めました。 

 この旬間には、「宿題がんばりカード」（左図）を使い、

学校・児童・保護者が一体となって家庭学習がより一層

充実するよう工夫しています。学習習慣と生活習慣は

密接に関係していることから、家庭学習だけでなく、

生活習慣も意識できるように、チェック項目の工夫が

なされています。また、「時間を意識させたい」とい

う願いから、宿題を始めた時刻とかかった時間を記入

させています。これらのチェック項目は、職員の意見

を取り入れながら、改善を繰り返しています。 

さらに、この旬間中はノーテレビ・ノーゲームデー

を各家庭で設定してもらい、家族とのコミュニケー

ションの充実も図っています。 

旬間の取組が児童や保護者に好意的に受け止

められ、昨年度は学期に１回ずつ実施しました。

そして、今年度からは中学校区の３校（上郷小

学校、座光寺小学校、高陵中学校）で合同開催

しています。さらに、この期間中は、学年通信

や学級通信（右図）を通して、家庭学習の様子

などを家庭に発信しています。 

上郷小学校の取組を例に、２学期の家庭学習の

充実に向けて動き出してはいかがでしょうか。 
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